
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 北台

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，４４２，４７１千円

年 効 用 ② １７２，５９３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６２０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７８３，７５８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがい、排水改良、土層改良農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９２，３６３
等による単収の増加の増加
対象作物：小麦、馬鈴薯、小豆、甜

菜、牧草

ほ場条件改善、水管理合理化による営農経費の節減 営農経費節減効果 ８１，４１７
労働時間の短縮や機械経費の節減

対象作物：小麦、馬鈴薯、小豆、甜

菜、牧草

用水施設の新設に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 △２，４１１
理費の増加

対象施設：畑地かんがい施設

付け替え道路等の整備による地域の地域の生活環境 公共施設保全効果 ４２６
利便性を確保の保全・向上
対象施設：農業用ダム（関連事業）

周辺の景観配慮による水辺環境の保水辺環境整備効果 ７９８
全、創造

対象施設：農業用ダム（関連事業）

計 １７２，５９３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 津別北部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １４７，０００千円

年 効 用 ② １９，３１６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３５３，７７３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．４０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地及び水田の排水改良、土層改良農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １３，４８７
等による転作面積の拡大や単収の増の増加
加

対象作物：水稲、小麦、馬鈴薯、甜

菜、大豆、小豆

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ５，８２９
や機械経費の節減

対象作物：小麦、馬鈴薯、甜菜、大

豆、小豆

計 １９，３１６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 小清水南部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５６０，７００千円

年 効 用 ② ６０，７５７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２０，４５０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０１４，５９３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良等による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３２，３５３
単収の増加の増加
対象作物：小麦、馬鈴薯、甜菜

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １１，２６６
や機械経費の節減

対象作物：小麦、馬鈴薯、甜菜

農道の改修に伴う施設の維持管理費維持管理費節減効果 ２，５６０
の節減

対象施設：農道

道路整備による農産物等の輸送にか営農に係る走行経費 １１，９３６
かる経費の低減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，５３８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持

道路整備による一般交通にかかる経地域の生活環境 一般交通等経費節減 １０４
費の低減の保全・向上 効果
対象施設：農道

計 ６０，７５７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 端野上右岸

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，９１１，０００千円

年 効 用 ② ２５１，６３６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，４８５，４９０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．３４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の畑地転換、畑地及び水田の排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １７０，９３０
水改良、土層改良等による転作面積の増加
の拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、馬鈴薯、甜

菜、玉ねぎ

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ８０，８９３
や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、馬鈴薯、甜

菜、玉ねぎ

排水施設の整備に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 △１８７
理費の増加

対象施設：排水路

計 ２５１，６３６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 端野下右岸

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，１４４，５００千円

年 効 用 ② １４３，０４０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，５１３，８８４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の畑地転換、畑地の排水改良、農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９５，０８３
土層改良等による転作面積の拡大やの増加
単収の増加

対象作物：水稲、小麦、馬鈴薯、甜

菜、玉ねぎ、牧草

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ４７，９５７
や機械経費の節減

対象作物：小麦、馬鈴薯、甜菜、玉

ねぎ、牧草

計 １４３，０４０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 訓子府東部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，６７７，５００千円

年 効 用 ② ３３０，２８６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，７２４，１９４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の畑地転換、畑地及び水田の排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２３１，１８８
水改良、土層改良等による転作面積の増加
の拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、馬鈴薯、甜

菜、玉ねぎ、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ９９，１７３
や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、馬鈴薯、甜

菜、玉ねぎ、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

排水施設の整備に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 △７５
理費の増加

対象施設：排水路

計 ３３０，２８６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 訓子府南部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，３２５，１００千円

年 効 用 ② １３８，１５３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３９４，３３３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の畑地転換、畑地の排水改良、農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９４，３０３
土層改良等による転作面積の拡大やの増加
単収の増加

対象作物：水稲、小麦、馬鈴薯、甜

菜、玉ねぎ、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ４３，８５０
や機械経費の節減

対象作物：小麦、馬鈴薯、甜菜、玉

ねぎ、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

計 １３８，１５３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 常呂日吉

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８２９，５００千円

年 効 用 ② ８５，７１３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４６０，１８７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．７６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良等による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６４，９５７
単収の増加の増加
対象作物：小麦、馬鈴薯、甜菜、玉

ねぎ

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ２１，００５
や機械経費の節減

対象作物：小麦、馬鈴薯、甜菜、玉

ねぎ

排水施設の整備に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 △２４９
理費の増加

対象施設：排水路

計 ８５，７１３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 士幌東部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，４７０，０００千円

年 効 用 ② １０７，５７０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３，０５７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，８６１，２４１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良等による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５５，５４７
単収の増加の増加
対象作物：小麦、甜菜、馬鈴薯、小
豆、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費節減効果 ３７，４４０
や機械経費の節減営農経費の節減
対象作物：小麦、甜菜、馬鈴薯、小
豆、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

排水路、農道の改修に伴う施設の維維持管理費節減効果 ３，５２８
持管理費の節減
対象施設：農道、排水路

道路整備による農産物等の輸送にか営農に係る走行経費 ３，６５９
かる経費の低減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ６，７０８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道、排水路の維持

道路整備による一般交通にかかる経地域の生活環境 一般交通等経費節減 １０
費の低減の保全・向上 効果
対象施設：農道

動植物の生息に配慮することによ水辺環境整備効果 ６７８
り、生態系を保全
対象施設：排水路

１０７，５７０計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 開陽

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３４６，５００千円

年 効 用 ② ３７，６６９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６９８，８６８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．０１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良等による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２６，５３９
単収の増加の増加
対象作物：大根、馬鈴薯、甜菜、牧

草

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １１，１３０
や機械経費の節減

対象作物：大根、馬鈴薯、甜菜、牧

草

計 ３７，６６９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 白滝

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １７８，５００千円

年 効 用 ② １２，９８６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２１８，９８８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良等による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，８５６
単収の増加の増加
対象作物：小麦、甜菜、馬鈴薯、ｽｲｰ

ﾄｺｰﾝ、かぼちゃ、牧草

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ８，１３０
や機械経費の節減

対象作物：小麦、甜菜、馬鈴薯、ｽｲｰ

ﾄｺｰﾝ、かぼちゃ

計 １２，９８６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 礼作別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４０９，５００千円

年 効 用 ② ３７，２４４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６１２，５６６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地の排水改良、土層改良等による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２３，１０６
単収の増加の増加
対象作物：馬鈴薯、甜菜、小豆、大

豆、小麦、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

ほ場条件改善による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １４，１３８
や機械経費の節減

対象作物：馬鈴薯、甜菜、小豆、大

豆、小麦、牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

計 ３７，２４４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 然別川左岸

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，８６５，０００千円

年 効 用 ② １２１，７７７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，１４０，１９３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水管理合理化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ７８，７４３
や機械経費の節減

対象：家畜（乳牛、肉用牛）用水、

畑作用水

施設の新設に伴う施設の維持管理費維持管理費節減効果 △４，１４１
の増加

対象施設：営農用水施設

生活に欠かせない水道を整備する効地域の生活環境 生活用水確保効果 ４７，１７５
果の保全・向上
対象施設：営農用水施設

計 １２１，７７７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，６０４，０１２千円

年 効 用 ② １２５，６５４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，０５５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，２３８，７６０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水管理合理化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １２２，４０７
や機械経費の節減

対象：家畜（乳牛、肉用牛）用水、

畑作用水

施設の改修に伴う施設の維持管理費維持管理費節減効果 １５８
の節減

対象施設：営農用水施設

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，５１３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：営農用水施設の維持

生活に欠かせない水道を整備する効地域の生活環境 生活用水確保効果 ５７６
果の保全・向上
対象施設：営農用水施設

計 １２５，６５４



事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 下美蔓

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６９４，０００千円

年 効 用 ② ６７，８４３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０５０，２０１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水管理合理化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ５９，０７７
や機械経費の節減

対象：家畜（乳牛、肉用牛）用水、

畑作用水

施設の新設に伴う施設の維持管理費維持管理費節減効果 △２，９２８
の増加

対象施設：営農用水施設

生活に欠かせない水道を整備する効地域の生活環境 生活用水確保効果 １１，６９４
果の保全・向上
対象施設：営農用水施設

計 ６７，８４３



事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 和天別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７６５，５００千円

年 効 用 ② ６９，９５６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ５４，４９３千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０９６，０９９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水管理合理化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ４０，４０２
や機械経費の節減

対象：家畜（乳牛、肉用牛等）用

水、畑作用水

施設の改修に伴う施設の維持管理費維持管理費節減効果 １，６１８
の節減

対象施設：営農用水施設

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２７，９３６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：営農用水施設の維持

計 ６９，９５６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 青森県 地区名 下湯口

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７，２５８，０８３千円

年 効 用 ② ４１３，９１９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７，８６９，１８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがいによる単収の増加農作物の生産量 作物生産効果 １５５，０６６
対象作物：りんごの増加

農道整備による荷傷みの防止品質向上効果 ３６，２４２
対象作物：りんご

畑かん施設の整備による防除作業時営農経費の節減 営農経費節減効果 １７６，７３０
間の短縮や機械経費の節減

対象作物：りんご

畑かん施設の新設及び農道の改良に維持管理費節減効果 １３，２３９
よる維持管理費の節減

対象施設：畑かん施設、農道

農道の改良に伴う車種転換による走営農に係る走行経費 １３，２３３
行台数の縮減や走行時間の短縮節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更新効果 １８，９３９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：防除施設、農道の維持

農道の改良による一般交通の走行時地域の生活環境 一般交通等経費削減 ４７０
間の短縮の保全・向上 効果

計 ４１３，９１９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 岩手県 地区名 奥中山中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４，５２２,４５０千円

年 効 用 ② ２７４,５９７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，２３０，４１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがい等による作付増減及び農作物の生産量 作物生産効果 ４７，４２９
単収の増加の増加
対象作物：レタス、ほうれん草、ア

オガリトウモロコシ等

農道整備による荷痛みの防止品質向上効果 ２５４
対象作物：レタス、キャベツ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費削減効果 ２３４，２９７
縮や機械経費の節減

対象作物：レタス、キャベツ、アオ

ガリトウモロコシ等

畑かん施設の新設、農道の改修によ維持管理費節減効果 △９，９５６
る維持管理費の増減

対象施設：畑かん施設、農道

農道改修に伴う車種転換による運搬営農に係る走行経費 １，１５４
台数の縮減及び運搬時間の短縮節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更新効果 ９１６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持

農道改修による一般交通の走行時間地域の生活環境 一般交通等経費削減 ５０３
の短縮の保全・向上 効果

計 ２７４，５９７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 尾崎北部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，７４２，０３２千円

年 効 用 ② １２０，３４５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３０９，８８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがい、排水改良による単収増農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３９，８６６
及び土地利用率の向上に伴う作付面積の増加
増

畑地かんがいによる品質の向上品 質 向 上 効 果 １７０
対象作物：夏ねぎ

区画整理に伴う機械の利用効率の向上営農経費の削減 営農経費節減効果 ５７，５８３
及び用排水改良に伴う水管理の合理化
対象作物：夏秋レタス、秋冬はくさ
い、夏秋キャベツ、冬にんじん等

用排水施設等の新設、改修、統廃合に維持管理費節減効果 △３，５４８
伴う施設の維持管理費の増減
対象施設：揚水機場、用水路、排水
路、道路

農道が新設されることによる農産物の営農に係る走行経費 １３，０９２
生産並びに流通に係る輸送経費の節減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ４，６２７
業生産の維持従前農業生産の
対象施設：用水路、排水路、道路維持

農道の整備による一般交通に要する経地域の生活環境 一般交通等経費節減 １，２６７
費の増減の保全・向上 効果
対象施設：農道

換地手法を用いて計画的に非農用地を非農用地等創設効果 ２，２７０
円滑に創設することによる経費の節減

事業実施に伴う文化財の具現化、発掘文 化 財 発 見 効 果 ５，０１８
調査による文化的価値の明確化等

計 １２０，３４５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 西生子

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３８４，５００千円

年 効 用 ② ３０，５１７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，０３２千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５８４，７０７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがい、排水改良による単収増及農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １３，１０９
び土地利用率の向上に伴う作付面積増の増加
対象作物：レタス、はくさい、トマ
ト、ねぎ

農道の舗装による生産物運搬の際の荷品 質 向 上 効 果 ２，９２２
痛み防止
対象作物：レタス、はくさい、トマ
ト、ねぎ

区画整理に伴う機械の利用効率の向上営農経費の削減 営農経費節減効果 ８，６２２
及び用排水改良に伴う水管理の合理化
対象作物：レタス、はくさい、トマ
ト、ねぎ

用排水施設等の新設、改修、統廃合に維持管理費節減効果 △３０３
伴う施設の維持管理費の増減
対象施設：揚水機場、用水路、排水
路、道路

農道が新設されることによる農産物の営農に係る走行経費 ４，９２２
生産並びに流通に係る輸送経費の節減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ２０８
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持

農道の整備による一般交通に要する経生活環境整備効 一般交通等経費節減 ３２９
費の増減果 効果
対象施設：農道

換地手法を用いて計画的に非農用地を非農用地等創設効果 ７０８
円滑に創設することによる経費の節減

計 ３０，５１７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 下伊勢畑

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５０７，２９３千円

年 効 用 ② ４３，３３４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７９３，６６３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １２，６０４
の面積拡大や単収増、畑地かんがの増加
いによる単収増及び土地利用率の

向上に伴う作付け面積の増

対象作物：水稲、陸稲、ほうれん

草、大根、はくさい、ごぼう、や

まいも

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２４，２３９
短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、陸稲、ほうれん

草、大根、はくさい、ごぼう、や

まいも

用排水施設等の改修、統廃合に伴維持管理費節減効果 △４８１
う施設の維持管理費の増減

対象施設：揚水機場、用水路、排

水路、道路、井戸

老朽化した施設の更新による従前施設更新による 更 新 効 果
の農業生産の維持従前の農業生産 ４，５６６
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

換地手法を用いて計画的に非農用地域の生活環境 非農用地等創設効果 ２，４０６
地を円滑に創設することによる経の保全・向上
費の軽減

対象用地：河川用地

計 ４３，３３４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 遠東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３７４，０００千円

年 効 用 ② ２８，８８１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５３９

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５３５，８２５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場の大区画と担い手への集積の増農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，４７３
進、高収益作物の作付面積の増。の増加
対象作物：小麦、ハクサイ、ジャガ

イモ

ほ場の大区画化による作業効率の向営農経費の節減 営農経費節減効果 ２３，４１１
上、労働時間の短縮、機械経費の節

減

対象作物：小麦、芝、ジャガイモ

従前の道路から幅員が増加による維維持管理費節減効果 △３９６
持管理費の増加

対象施設：排水路、道路

換地手法を用いた合理的かつ経済的地域の生活環境 非農用地等創設効果 ３９３
な用地取得による経費節減の保全・向上
対象施設：道路、用排水路

計 ２８，８８１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 群馬県 地区名 羽場坂

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，７８１，４５３千円

年 効 用 ② １００，７２７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，８７９，２４１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがいによる単収増及び土地利農作物の生産量 作物生産効果 ４１，５２９
用率の向上に伴う作付け面積の増減の増加
対象作物：はくさい、キャベツ、だ

いこん、レタス等

農道の舗装による生産物運搬の際の品質向上効果 ５，５６５
荷傷み防止

対象作物：はくさい、キャベツ、だ

いこん、レタス等

区画整理に伴う機械利用効率の向上営農経費の節減 営農経費節減効果 ２０，０６３
対象作物：はくさい、キャベツ、だ

いこん、レタス等

畑かん施設新設による管理費及び農維持管理費節減効果 △４，２２７
道等の管理費の増加

対象施設：管路工、散水施設、農

道、排水路、排水兼用農道

輸送車両の大型化、走行速度変更に営農に係る走行経費 １，２８８
よる輸送時間の短縮節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更新効果 １０，７５７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道、排水兼用農道の維持



項 目 年効果額（千円） 効果の内容

排水路等の整備による農地、農産物施設更新による 災害防止効果 ２５，０３７
等への被害の減災害防止
対象施設：排水路、排水兼用農道

事業実施の伴う地籍の確定による国地域の生活環境 地籍確定効果 ７１５
土調査経費の減の保全・向上

計 １００，７２７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 群馬県 地区名 須川・新巻

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４９５，０００千円

年 効 用 ② ３０，３７４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５５６，３００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがいによる単収増及び作付農作物の生産量 作物生産効果 １３，６４３
転換による作付面積の増減の増加
対象作物：水稲、大豆、そば、じゃ

がいも等

農道の舗装による生産物運搬の際の品質向上効果 １８７
荷傷み防止

対象作物：リンゴ、さくらんぼ、ブ

ルーベリー

用水施設、農道の整備による維持管営農経費の削減 維持管理費節減効果 ６，６１４
理費の節減

対象施設：用水施設、農道

農産物輸送経路の変更、速度向上、営農に係る走行経費 ５３６
車種変化等による走行経費の節減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更新効果 ８，６７０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持

農道の整備による一般交通に要する地域の生活環境 一般交通等経費節減 ７２４
経費の節減の保全・向上 効果

計 ３０，３７４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 山梨県 地区名 玉宮

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５６７，０００千円

年 効 用 ② ８４，７０１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６６０，８０４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

排水改良等による単収の増加。農産物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，７４３
対象作物：もも、ぶどう、すもも増加

農道の舗装による生産物運搬の際の品 質 向 上 効 果 ２，３７２
荷傷み防止

対象作物：もも、すもも、ぶどう

樹園地の区画整理による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 １２，９９７
短縮や機械経費の節減

対象作物：もも、ぶどう

農道、用排水施設等の改修に伴う施維持管理節減効果 ５，８３３
設の維持管理費の節減

対象施設：農道、用排水路

流通経路の変更に伴う走行経費と人走行経費節減効果 ３５，１０７
件費の節減

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，３４４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路、農道の維持

一般交通車両の経費節減される効果地域の生活環境 一般交通等経費節減 ２１，３０５
対象施設：農道の保全・向上 効果

計 ８４，７０１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 山梨県 地区名 春日居第一

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８４０，０００千円

年 効 用 ② ４９，３９１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９５９，０４９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

排水改良等による単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，７０５
対象作物：もも、ぶどうの増加

樹園地の区画整理による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 １０，１６２
短縮や機械経費の節減

対象作物：もも、ぶどう

農道の改良に伴う車種、走行速度の走行経費節減効果 ３０，７８５
変更による人件費、走行経費等の節

減

対象作物：もも、ぶどう

農道、排水施設等の改修に伴う施設維持管理費節減効果 ５，３３５
の維持管理費の節減

対象施設：道路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １，４０４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

計 ４９，３９１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 静岡県 地区名 富士西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０４５，０００千円

年 効 用 ② ９９，０００千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２０５，８４７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農道の舗装による生産運搬の際の荷農作物の生産量 品質向上効果 ７３６
傷み防止及び生産物の砂塵汚染の防の増加
止

対象作物：みかん、茶

用水改良に伴う水管理の合理化営農経費の節減 営農経費節減効果 １６，７６８
対象施設：用水機場、調整槽、用水

路

用水施設及び農道の新設改修に伴う維持管理費節減効果 ３２，０１７
維持管理費の増減

対象施設：用水機場、調整槽、用水

路、農道

農道新設及び拡幅による農産物生産営農に係る走行経費 ５，０３４
並びに流通に係る輸送経費の節減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の生産基盤保全 更新効果 ４４，４４５
農業生産の維持

対象施設：用水機場、用水路

計 ９９，０００



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 静岡県 地区名 牧之原朝比奈

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，２８４，５３２千円

年 効 用 ② ３２４，６７０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８１５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，９８３，６８１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがいによる単収の増及び凍農作物の生産量 作物生産効果 ４４，９１７
霜害防止による単収の増の増額
対象作物：茶

畑地かんがいによる施肥、防除、か営農経費の節減 営農経費節減効果 ２８８，２４０
ん水の時間短縮及び機械経費の節

減。

対象作物：茶

畑地かんがい施設の維持管理費の維持管理費節減効果 △８，４８７
増。

対象施設：揚水機場、末端配管

計 ３２４，６７０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 愛媛県 地区名 北条

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １９９，５００千円

年 効 用 ② ２５，９６５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１１７１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２２１，７３２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

老朽化した施設の更新による維持管営農経費の節減 維持管理費節減効果 ７，０６４
理費の節減

対象施設：水源(ﾀﾞﾑ)施設、水管橋、

制御装置

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １８，９０１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：水源(ﾀﾞﾑ)施設、水管橋、の維持
制御装置

計 ２５，９６５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 愛媛県 地区名 貝吹蔵良２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，９１１，０００千円

年 効 用 ② １３７，４１０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，５４９，３５１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の水管理改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７２
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、きゅうり、ｿﾙｺﾞ
ｰ、ｲﾀﾘｱﾝ

農道整備による防塵、荷痛み防止品 質 向 上 効 果 ２，０１７
対象作物：ﾀﾊﾞｺ、きゅうり、ﾋﾟｰﾏﾝ

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ７０１
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、きゅうり、ｿﾙｺﾞ
ｰ、ｲﾀﾘｱﾝ

施設の改修に伴う施設の維持管理費維持管理費節減効果 ７２３
の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

道路の新設、改修による輸送経費の営農に係る走行経費 １１９，９３５
節減節減効果

施設の更新による従前の農業生産の施設更新による 更 新 効 果 １３，９６２
維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 １３７，４１０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 長崎県 地区名 原山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４５２，０００千円

年 効 用 ② ３６，５９５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６３４，２２８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

区画整理に伴う土地利用率向上によ農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６，８９４
る作付面積の増加及び用水施設の整の増加
備に伴う作物単収の増加

対象作物：レタス、ブロッコリー、

白菜、大根

区画整理に伴う営農機械大型化によ営農経費の節減 営農経費節減効果 ２９，２６７
る営農経費の節減及び畑地かんがい

施設整備による水輸送経費の節減

対象作物：馬鈴薯、レタス、ブロッ

コリー

用排水施設整備及び区画整理に伴う維持管理費節減効果 △１，６７１
施設の維持管理費の増加

対象施設：排水路、道路、揚水機

場、加圧機場、送配水管、ファーム

ポンド

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，１０５
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、道路、石積みの維持

計 ３６，５９５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 長崎県 地区名 布津東部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７２６，０００千円

年 効 用 ② ４５，６３８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２，１６６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７８８，７８７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

区画整理に伴う作付体系変化による農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２０，８１３
作付増減及び畑地かんがいによる作の増加
物単収の増加

対象作物：いちご、大根、白菜、秋

作メロン、レタス他

区画整理に伴う営農機械大型化によ営農経費の節減 営農経費節減効果 １９，８８０
る営農経費節減及び畑地かんがい施

設整備による水輸送経費の節減

対象作物：大根、白菜、秋作メロ

ン、レタス他

区画整理及び用排水施設の整備に伴維持管理費節減効果 △１，３３９
う施設の維持管理費の増加

対象施設：排水路、道路、揚水機

場、加圧機場、送配水管、ファーム

ポンド

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ６，２８４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、道路、石積みの維持

計 ４５，６３８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 赤仁田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １７９，５５０千円

年 効 用 ② １０，１２９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １９７，４４６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

砂利道の舗装による荷傷みの防止農作物の生産量 品 質 向 上 効 果 １，００３
対象作物：温州みかんの増加

園地整備に伴う労働時間の短縮や機営農経費の節減 営農経費節減効果 ７，５５９
械経費等の節減

対象作物：温州みかん

道水路の改修・新設に伴う施設の維維持管理費節減効果 ２３５
持管理の節減

対象施設：排水路・耕作道路・農道

支線道路の新設による走行経費の節営農に係る走行経費 ６９８
減節減効果
対象輸送：通作、一次輸送

既存施設の更新による従前の農業生施設更新による 更 新 効 果 ６３４
産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路・耕作道路の維持

計 １０，１２９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 花 房 中 部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，８７４，０００千円

年 効 用 ② １００，２９４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４９０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，０４６，８１６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

区画整理・用水施設の整備に伴う転農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２３，７６１
作作物の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：かすみ草、ごぼう、キャ

ベツ、メロン、いちご、大豆等

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４６，６４２
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、いちご、キ

ャベツ、ごぼう、メロン等

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ６，６８５
施設の維持管理費の節減

対象施設：揚水機、用水路、排水

路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １８，２８７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：揚水機、用水路、排水の維持
路、道路

文化財発掘による社会的効果地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 ４，４８８
の保全・向上

区画整理による地籍確定地 籍 確 定 効 果 ４３１

計 １００，２９４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 住吉

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，７２０，７００千円

年 効 用 ② １４８，９８２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，９４４，３０８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １２７，１６４
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、ピーマン、さとい

も、きゅうり、たばこ等

関連事業 国営大淀川左岸地区の営営農経費の節減 営農経費節減効果 １７，１７９
農経費の計上。水田の乾田化による

労働時間の短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、ｿﾙｺﾞｰ

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ６９５
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

付帯工（農道工）の走行速度の増加営農に係る走行経費 １，８２１
による輸送経費の節減節減効果
対象作物：水稲、ピーマン、さとい

も、きゅうり、たばこ等

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，１２３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路、道路の維持

計 １４８，９８２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 千歳・環野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，０６７，１００千円

年 効 用 ② １２５，９５８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３７２，０９０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １２８，０５２
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：甘藷、さといも、ごぼ

う、たばこ、きゅうり等

関連事業 国営西諸土地改良事業の営農経費の節減 営農経費節減効果 △３，９７１
営農経費の計上

用水施設等の新設に伴う施設の維持維持管理費節減効果 △８８０
管理費の増加

対象施設：用水路、道路

附帯工（農道工）の走行速度の増加営農に係る走行経費 ２，１１５
による輸送経費の節減節減効果
対象作物：甘藷、さといも、ごぼ

う、たばこ、きゅうり等

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ６４２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路の維持

計 １２５，９５８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 第二高山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４６２，０００千円

年 効 用 ② ３５，４４６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４８７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７２７，８４３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の作付面積の増減に伴う作物生農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９７８
産量の増加の増加
対象作物：原料用甘藷，そば，ｲﾀﾘｱﾝﾗ

ｲｸﾞﾗｽ，青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 ３２，４４４
対象作物：原料用甘藷，ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗ

ｽ，青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ，

排水施設等の新設，改修に伴う維持管維持管理費節減効果 △５０５
理費の増減

対象施設：農道，排水路

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 １，００５
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道，排水路の維持

事業実施に伴い埋蔵文化財が発見さ地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 １，１６３
れ，文化的価値が明確化する効果の保全・向上

区画整理に伴い地籍が明確化する効果地 籍 確 定 効 果 ３６１

計 ３５，４４６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 第一吾平

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４７２, ５００千円

年 効 用 ② ３１, ８６３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６２８, ４６１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の作付面積の増減に伴う作物生農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７４３
産量の増加の増加
対象作物：原料用甘藷，青刈りﾄｳﾓﾛｺ

ｼ，ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費節減効果 ２８, ２７３
対象作物：原料用甘藷，青刈りﾄｳﾓﾛｺ営農経費の節減
ｼ，ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ

排水施設等の新設，改修に伴う維持管維持管理費節減効果 △５５６
理費の増減

対象施設：農道，排水路

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ２,３３８
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道，排水路の維持

事業実施に伴い埋蔵文化財が発見さ地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 ６６１
れ，文化的価値が明確化する効果の保全・向上

区画整理に伴い地籍が明確化する効果地 籍 確 定 効 果 ４０４

計 ３１,８６３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 横峯

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １３１，２００千円

年 効 用 ② １５，１６２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１０８７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １３９，４８４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

土層改良に伴う作物単収の増加及び品農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １５，１６２
質向上の増加
対象作物：ﾀﾊﾞｺ，甘藷，ｻﾄｳｷﾋﾞ，

ｲﾀﾘｱﾝ，ｿﾙｺﾞｰ

計 １５，１６２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 第二阿権

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２３１，７００千円

年 効 用 ② ８１，８３５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２９４，８５７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の作付面積の増減に伴う作物生農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １３，１９５
産量の増加の増加
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ﾛｰｽﾞｸﾞﾗ

ｽ，ｶﾎﾞﾁｬ，ｽｲｰﾄｺｰﾝ

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 ４６，２７８
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ﾛｰｽﾞｸﾞﾗ

ｽ，ｶﾎﾞﾁｬ，ｽｲｰﾄｺｰﾝ

排水施設等の新設，改修に伴う維持管維持管理費節減効果 △１，７３１
理費の節減

対象施設：沈砂池，農道，排水路

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ５８０
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道，排水路の維持

区画整理に伴い地籍が明確化する効果地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 １，０２７
の保全・向上

赤土流出防止対策に伴う河川，海への水辺環境整備効果 ２２，４８６
環境保全

対象施設：沈砂池，土砂溜，種子吹付

計 ８１，８３５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 第二畦布

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５３９，７００千円

年 効 用 ② ２９，６７５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ６２０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５５６，１３４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の作付面積の増減に伴う作物生農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，０２０
産量の増加の増加
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ｽﾌﾟﾚｰ

菊，ﾕﾘ球根，ｿﾘﾀｺﾞ，ﾕﾘ(切花)，ﾆｶﾞｳ

ﾘ，ｻﾄｲﾓ，ﾛｰｽﾞｸﾞﾗｽ，飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼ

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 １８，６１９
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ｻﾄｲﾓ，ﾛｰ

ｽﾞｸﾞﾗｽ，飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼ

排水施設等の新設，改修に伴う維持管維持管理費節減効果 △６７０
理費の節減

対象施設：沈砂池，農道，排水路

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 １，０４２
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道，排水路の維持

赤土流出防止対策に伴う河川，海への地域の生活環境 水辺環境整備効果 ７，６６４
環境保全の保全・向上
対象施設：沈砂池，土砂溜，種子吹付

計 ２９，６７５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 第二住吉

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６１１，１００千円

年 効 用 ② ３６，７２３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２８３千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６８１，０３４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の作付面積の増減に伴う作物生農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，５７２
産量の増加の増加
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ﾕﾘ球根，

ﾀﾊﾞｺ，ｴﾝﾄﾞｳ，ﾛｰｽﾞｸﾞﾗｽ，飼料用ﾄｳﾓﾛｺ

ｼ

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 ２２，０４８
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ｻﾄｲﾓ，ﾛｰ

ｽﾞｸﾞﾗｽ，飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼ，ｲﾝｹﾞﾝ，ｴﾝﾄﾞ

ｳ，ﾀﾊﾞｺ

排水施設等の新設，改修に伴う維持管維持管理費節減効果 △９２９
理費の節減

対象施設：沈砂池，農道，排水路

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 １３９
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持

赤土流出防止対策に伴う河川，海への地域の生活環境 水辺環境整備効果 ７，８９３
環境保全の保全・向上
対象施設：沈砂池，土砂溜，種子吹付

計 ３６，７２３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 手々

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２５８，６４１千円

年 効 用 ② ７５，２０８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４，４２７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３８３，１７４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路等の整備に伴う作物単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７５，３３１
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ｲﾀﾘｱﾝ，ﾛｰの増加
ｽﾞｸﾞﾗｽ

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 ２，９２６
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ

土地改良施設等の新設，改修に伴う維持維持管理費節減効果 △３，９９８
管理費の節減
対象施設：ﾀﾞﾑ，ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ，水管理施設

公共施設の更新による従前の機能の維持地域の生活環境 公共施設保全効果 ９４９
対象施設：県道，町道の保全・向上

計 ７５，２０８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 天北松原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，２２７，４９６千円

年 効 用 ② １９２，５２０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，８１８

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，３６３，９１６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路等の整備に伴う作付面積の増減及農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １９７，７２２
び作物単収の増加の増加
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ｲﾀﾘｱﾝ，ﾛｰ
ｽﾞｸﾞﾗｽ，ｻﾄｲﾓ，ﾄｳﾓﾛｺｼ

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 ５，２７３
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ﾆﾝｼﾞﾝ，ｶﾎﾞ
ﾁｬ

土地改良施設等の新設，改修に伴う維持維持管理費節減効果 △１０，８６１
管理費の節減
対象施設：ﾀﾞﾑ，ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ，水管理施設

公共施設の更新による従前の機能の維持地域の生活環境 公共施設保全効果 ３８６
対象施設：県道，町道の保全・向上

計 １９２，５２０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 出花

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，４１８，６７６千円

年 効 用 ② ８６，３６９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４６６，３６６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路等の整備に伴う作物単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６９，２８５
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ｻﾄｲﾓ，の増加
花卉

農作業の効率化による営農経費の節減営農経費の節減 営農経費節減効果 ２，３６７
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ，ﾊﾞﾚｲｼｮ，ｻﾄｲﾓ，

花卉

土地改良施設等の新設及び改修に伴う維持管理費節減効果 △９３８
維持管理費の節減

対象施設：農道，集水池

農道整備に伴う農業輸送及び通作に係営農に係る走行経費 ８，９４８
る走行経費の節減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更 新 効 果 ２，１１１
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農道の維持

公共施設の更新による従前の機能の維地域の生活環境 公共施設保全効果 ４，５９６
持の保全・向上
対象施設：町道

計 ８６，３６９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 沖縄県 地区名 西東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，４６６，７２２千円

年 効 用 ② １９０，３１８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，６４５，９３９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがい施設の整備による作付農作物の生産量 作物生産効果 １１４，２１８
面積の拡大や単収の増加の増加
対象作物：ゴーヤ、メロン、マンゴ

ー、葉タバコ、さとうきび

ほ場の大区画化等による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ４６，１８１
短縮や機械経費の節減

対象作物：葉タバコ、さとうきび

排水路等の新設による維持管理費の維持管理費節減効果 △９，９２４
増加

対象施設：排水路、農道、浸透池、

用水路等

生物の生息に配慮した区画整理によ地域の生活環境 水辺環境整備効果 ３９，８４３
る水辺環境の保全の保全・向上
対象施設：浸透池等

計 １９０，３１８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯総合整備事業 都道府県名 沖縄県 地区名 東嶺原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，７４２，４５１千円

年 効 用 ② １０１，３７４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，９０１，９５１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

畑地かんがい施設の整備による作付農作物の生産量 作物生産効果 ６６，２１５
面積の拡大や単収の増加の増加
対象作物：ゴーヤ、メロン、マンゴ

ー、葉タバコ、さとうきび

ほ場の大区画化等による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２２，９４３
短縮や機械経費の節減

対象作物：葉タバコ、さとうきび

排水路等の新設による維持管理費の維持管理費節減効果 △５，４７６
増加

対象施設：排水路、農道、浸透池、

用水路等

生物の生息に配慮した区画整理によ地域の生活環境 水辺環境整備効果 １７，６９２
る水辺環境の保全の保全・向上
対象施設：浸透池等

計 １０１，３７４




